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エイム・シリーズ
ユニクロめっき ＲoＨＳ対応

Ａ１０２５６ エイム Ａ１０２５7 エイム本体

Ａ１０２５9 エイムF型Ａ１０２５8 エイムS型

Ａ１０２５7 エイム本体N型
はさみ込むだけで吊棒が下げられる

こちらの仕上げも
ございます

・有色クロメートメッキ
・溶融亜鉛メッキ
・ステンレス（SUS 304）

形綱の形状に応じてお選びください

傾斜対応タイプ 固定タイプ

軽量固定タイプ 複合傾斜対応タイプ

スライド可動タイプ

小
泉
進
次
郎

環
境
大
臣
・
兼
内
閣
府

原
子
力
防
災
担
当
大
臣

よ
り
持
続
可
能
で
強
靱
な

経
済
社
会
へ
リ
デ
ザ
イ
ン

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
年
を

迎
え
、
環
境
行
政
に
対
す
る

国
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
、
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

環
境
省
は
、
今
年
、
環
境

庁
創
設
か
ら
五
十
年
、
環
境

省
設
置
か
ら
二
十
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
公

害
問
題
か
ら
気
候
危
機
へ
と

課
題
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
環
境
省
は
、
水
俣
病
を

始
め
と
す
る
原
点
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
「
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行
」
、
「
循
環
経
済

へ
の
移
行
」
、
「
分
散
型
社

会
へ
の
移
行
」
と
い
う
「
３

つ
の
移
行
」
を
通
じ
た
、
経

済
社
会
の
リ
デ
ザ
イ
ン
（
再

設
計
）
を
一
層
強
力
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
、
「
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行
」
に
つ
い
て
で

す
。
菅
総
理
の
二
〇
五
〇
年

ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
宣
言
を
受
け
、
「
こ

の
十
年
が
勝
負
」
と
い
う
思

い
で
政
策
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
、
二
〇
五
〇
年

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

は
、
約
二
百
自
治
体
と
な

り
、
人
口
規
模
で
は
九
千
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
域

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
地
産
地

消
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
の
改
正
の
検
討
を
進

め
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
位
置
付
け

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
脱
炭
素
化
に
向

け
た
取
組
は
、
産
業
構
造
や

経
済
社
会
の
変
革
を
も
た
ら

し
、
経
済
成
長
に
つ
な
が
り

ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
成

長
戦
略
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
検

討
を
再
開
し
ま
す
。

こ
う
し
た
政
策
強
化
に
よ

り
、
政
策
の
継
続
性
や
予
見

可
能
性
を
高
め
、
我
が
国
の

本
気
度
を
示
し
て
い
き
ま

す
。第

二
に
、
「
循
環
経
済
へ

の
移
行
」
に
つ
い
て
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
全
体
の
資
源

循
環
を
促
進
す
る
た
め
、
新

法
を
策
定
す
る
可
能
性
も
含

め
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
戦
略
」
の
具
体
化
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
い
る
気
象
災
害
で
は
、

大
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
災
害
廃
棄
物

の
早
期
撤
去
を
目
指
し
、
復

旧
・
復
興
の
段
階
に
応
じ

て
、
切
れ
目
な
く
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
災

害
廃
棄
物
処
理
に
不
可
欠
で

あ
り
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
に
も
な
る
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
の
支
援
や
、

浄
化
槽
の
整
備
に
も
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
に
、
「
分
散
型
社
会

へ
の
移
行
」
に
つ
い
て
で

す
。
近
年
、
気
象
災
害
が
頻

発
す
る
中
、
自
立
・
分
散
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

普
及
・
展
開
等
を
通
じ
て
、

地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
か
ら
の
誘

客
と
長
期
滞
在
の
促
進
や
地

域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
目
指

す
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
全
て
の
国
立
公

園
へ
と
展
開
し
ま
す
。
国
立

公
園
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
廃
屋
対
策
な
ど

の
景
観
の
改
善
や
質
の
向

上
、
電
気
自
動
車
の
活
用
・

優
遇
や
再
エ
ネ
の
率
先
利
用

な
ど
に
も
注
力
し
ま
す
。
自

然
の
保
護
と
利
活
用
の
両
立

を
促
進
す
る
た
め
、
自
然
公

園
法
の
改
正
に
向
け
た
検
討

も
進
め
ま
す
。

国
際
的
に
は
、
気
候
変
動

枠
組
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２６
と
生
物

多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１５
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１５
で
は
、
新
た
な
世

界
目
標
で
あ
る
ポ
ス
ト
二
〇

二
〇
生
物
多
様
性
枠
組
の
策

定
に
向
け
て
、
持
続
可
能
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

や
測
定
可
能
な
目
標
設
定
の

議
論
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
各
国
の
生
物
多
様
性
国

家
戦
略
の
策
定
支
援
に
つ
い

て
国
際
連
携
を
推
進
し
ま

す
。間

も
な
く
東
日
本
大
震
災

か
ら
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
福
島
の
復
興
・
再
生
の

た
め
、
除
去
土
壌
等
の
中
間

貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
、
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
に
お
け

る
家
屋
等
の
解
体
・
除
染
、

指
定
廃
棄
物
等
の
処
理
、
県

外
最
終
処
分
の
実
現
に
向
け

た
減
容
・
再
生
利
用
等
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
と

福
島
県
と
の
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
先
駆
け
の
地
」
、
「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
聖
地
」
を

目
指
す
福
島
の
挑
戦
を
支
援

し
ま
す
。
原
子
力
防
災
に
関

し
て
は
、
各
地
域
の
緊
急
時

対
応
等
に
基
づ
く
防
護
措
置

と
感
染
防
止
対
策
の
両
立
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
と
気
候
危
機
と
い
う

二
つ
の
危
機
を
、
よ
り
持
続

可
能
で
強
靱
な
経
済
社
会
へ

の
リ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
げ
る

機
会
に
変
え
て
い
け
る
こ
と

を
祈
念
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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群馬県・八ツ場
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